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関西大学独逸文学会
昭和34年度行事記録H
総会並第十回研究発表会34年6月7日
研究発表
1． 二一チエ随想
2．精神病と天才
田中健二
内藤好文
研究発表並第三号合評会の質疑応答後懇親会
出席者26名
執筆者紹介
大阪大学助教授
本学講師田中健二
近畿大学講師
本学講師山中祥二
藤井啓行 関西大学助教授
編集後記
田中君の力作に加えて，新進の藤井，山中両君のそれぞれ異色ある論文
をそろえて，予定の期日に第四号を出すことができたのは，大きな喜びで
す。本号には見次君の論文も載る予定でしたが，都合で次に回しました。
今まで本誌編集上のこまごました実際の仕事を引き受けてくれていたわた
したちの仲間の脇阪君が，御承知のように今度Humboldt-Stiftungに
よってドイツへ留学いたしましたので，今回は藤井君を煩わしました。
（内藤）
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関西大学独逸文学会会則昭和32年6月現在
????????
本会は関西大学独逸文学会と称する
本会は独逸文学・独逸語学の研究及び普及をはかるを目的とする
本会は右の目的を達成するために左の事業を行う
1． 毎年1回総会を開く
2． 毎年2回研究発表会を開く
3． 毎年機関誌を発行する
4． その他研究会，講演会などを行う
本会は左の会員で組織する
1． 本学独逸文学科の専任教授・専任助教授・専任講師及び助手
2． 本学の教授・助教授・講師及び助手の有志者
3． 本学独逸文学科学生
4． 本学学生並びに卒業生中の有志者
本会は会長一名・委員及び幹事それぞれ若干名を置く
1． 委員は本学独逸文学科の専任教授・助教授及び専任講師とする
2． 会長は委員会に於て委員中より推薦する
任期は二年とし留任を妨げない
第4条
’
第5条
3． 幹事は本学独逸文学科の助手・卒業生及び学生中より若干名を選び委員
会に於て之を委嘱する
任期は一年とし留任を妨げない
機関誌の編集委員は本学会の委員及び幹事2名とする。幹事2名は本学会の
幹事中より会長がこれを委嘱する
会費は年額百円とする
本会の事務所は本学文学部独逸文学科研究室に置く
会則の変更は委員会を経て総会の審議によって行う
第6条
????????
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